いわゆる 

て 来たの だ。 つまり 私 は、 所謂 この 世の 現実で 無い、 

別の 世界の 現実の 中で も 育って 来た 男な ので ある。 

私に はこの 世の中の、 どこに もい ない 親友が いる。 

しかも その 親友 は 生きて いる。 また 私に は、 この 世の 

どこに もい ない 妻が いる。 しかも その 妻 は、 言葉 も 肉 

体 も 持って、 生きて いる。 

私 は 眼が 覚めて、 顔 を 洗いながら、 その 妻の 句い を 

身近に 感ずる 事が 出来る。 そうして、 夜 寝る 時には、 

また その 妻に 逢える 楽しい 期待 を 持って いるので ある _ 

「しばらく 逢わなかった けど、 どうしたの？」 

ぢ うとう 

「桜桃 を 取りに 行って いたの ご 



「冬で も 桜桃が あるの？」 

「スゥ イス ご 

「そうご 

食慾 も、 また あの 性慾と やら も、 何も 無い 涼しい 恋 

の 会話が 続いて、 夢で、 以前に 何度も 見た 事の ある、 

しかし、 地球の 上に は 絶対に 無い 湖の ほとりの 青草 原 

に 私たち 夫婦 は 寝ころぶ。 

「くやしいで しょうね。」 

「馬鹿 だ。 みな 馬鹿ば かりだ ご 

私 は 一、 K を 1 す。 

そのと き、 眼が 覚める。 私 は 涙 を 流して いる。 眠り 



に 於いて 生活して いるものであって、 この 二つの 生活 

の 体験の 錯雑し、 混迷して いると ころに、 ^わば 全人 

生と でもい つた ものが あるので は あるまい か、 と 考え 

るよう にな つ た。 

「さようなら ご 

と 現実の 世界で 別れる。 

夢で また 逢う。 

「さっき は、 叔父が 来て いて、 済みませんでした ご 

「もう、 叔父さん、 帰った の？」 

しばい 

「あたし を、 芝居に 連れて行 くって、 きかない のよ。 

う ざ えもん ばいこう しゅうめい ひろう 

羽左衛 門と 梅 幸の 襲名 披露で、 こんどの 羽 左衛門 は、 
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